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The Mara/ Fi<おお 141 
まだ不十分である点に求められるので”はないだろうか。容体的諸条件か
らは繰返し説明されるものの，「原則としてのエートス」の解釈の弱さに
典型的に表れているように，「利己的家族主義」は，その主体的道徳的基
礎から十分場下げられていないと思われるのである。
有効な開発政策を念頭におき，後進社会を内在的に分析するというま
ともな，しかし困難な課題は，本書がその模範であるような，丹念な諸
事実の検討と柔軟な方法的態度内延長上に，一歩一歩克服されていかね
ばならないて”あろう。因みにその場合，次のような方法的視角も留意さ
れる必要があろう。第1には，著者自身クーランジュ「古代都市」の記
述とこの後進社会の比較に興味を示しているが，そのような，歴史的視
野からの分析である。 「エートスの起源」は歴史的視野町下に始めて十
全に明らかにされるであろうし，著者が自明のものとしてこの後進社会
に指摘する核家族にも，ゃ、異った開明が与えられるであろう。第2に，
後進社会的行動様式をエートスとして，主体的条件から内在的に分析す
る上で，広義的宗教意識が固有に検討される必要があるのではあるまい
か。 「原則としてのエートス」は，特有の宗教意識によって支えられて
いると思われるからである。第3に，後進社会を，その克服を念頭にお
き，このように歴史的・宗教的側面からより堀下げる上で，やはり，本
書の視角でもある，近代社会との比較が有効であり，そのためには，近
代社会それ自身の文化的条件を，歴史的，宗教的視野を入れて，社会科
学的に明らかにし，後進社会との比較の枠組を用意することが必要であ
ろう。
(1975年10月1日）
